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犬
は
大
切
な
パ
ト
ナ

猿
に
よ
る
農
林
業
被
害
を
減
ら
す
た
め

訓
練
さ
れ
た
犬
を
放
ち

猿
を
追
い
払
う
「
モ
ン
キ

ド

ク

事
業
」
昨
年
度

穂
高
牧
地
区
で
試
行
し

本
年
度
か
ら
他
地
域
に
も
拡
大
す
る
予
定
で
す

こ
の
モ

ン
キ

ド

グ
を
訓
練
し
て
い
る
磯
本
さ
ん
に
犬
と
の
か
か
わ
り
方
や
し
つ
け
の
基
本
を
聞
き
ま
し
た

排便ができたらしっかりと褒め
る。根気よく続けることが大切。「うんちだよ。おしっこだよ」

と声をかける。「声をかければ
かけるほど犬は言葉を覚えま
す」と磯本さん。

犬はきゅう覚が強い。ティ
ッシュなどでとっておいた
フンや尿を、自宅の門付近
など、させたい場所に置き、
トイレであることを認識さ
せる。

飼い主の左横、もしく
は後ろにつかせる。言
葉と行動で示し、でき
たら褒める。人間との
序列関係は、犬が生き
ていくために大切なこ
となので変えない。 悪い例。犬が前を歩いてし

まい。飼い主との序列関係
ができていない。社会で生
きるためルールを作ってあ
げることが大切。

フンの入ったビニール
袋はウエストポーチに
入れるのがおすすめ。

フンをつまみ、ビニールを
ひっくり返して口を結んで
完了。

ビニール袋で手を覆う。
感触が苦手な場合は、
さらにティッシュを上
に引く。

散歩中のフンは必ず片付ける。
最悪の場合は、犬のフンを介し
て野生動物などに病気を感染さ
せてしまう可能性もある。

犬の訓練所代表・公認訓練士

 さん
プロフィル●穂高有明にある犬の訓練所
を経営。これまで訓練した犬は 1000 頭
以上。市が委託している「モンキードック」
の訓練士でもある。学生時代に盲導犬に
触れ、訓練士を志す。福岡県出身。

基本的な
散歩の仕方

決まった場所で
排便させるための
しつけ方

フン始末のコツ

１

2

3

猿害対策に活躍するモンキードッ
ク。写真奥がジョンコ（４歳）。手
前がハナ（５歳）。追い払い時には
専用のベストを着用しています。

特集 お尻も世話を

長野県動物愛護会安曇野支部

犬のしつけ方教室
参加者募集　　　

　長野県動物愛護会安曇野支部では、
人と犬とのより良い関係を築き、安全
で快適な暮らしを守るため、「犬のしつ
け方教室」の参加者を募集します。

●日程
【開校式・学科講習】　9月 27 日（日）
13：30 ～ 16：00、堀金公民館講堂
【実技演習】　10 月 4 日（日）、11 日（日）、
18 日（日）、25 日（日）の全 4回
9：30 ～ 11：00、穂高プール駐車場
【閉校式】　11 月 1 日（日）
9：30 ～ 12：00、穂高プール駐車場
●参加資格　次の①～④の条件に該当
していること

①長野県動物愛護会安曇野支部の会員
であること

　（開校日当日入会可、年会費 1,000 円）
②参加する犬の年齢が 3カ月以上であ
ること

③講習の全日程に参加できる人
④松本保健所管内（安曇野市および近
隣）在住の人

●定員　先着 30 組
●参加費 5,000 円（テキスト代を含む）
●申込方法　県動物愛護会安曇野支部
（下記）へ電話でお申し込みください。
●申込期限　9月 24 日（木）まで
●その他
①開校式には犬を連れて来ないでくだ
さい。

②参加できるのは１家族 1頭です。
（犬種は問いません）
③狂犬病予防注射を受けておいてくだ
さい。

松本保健所内長野県動物愛護会
　安曇野支部事務局
　（440・1943 647・9293）


